
Table I  Configuration of SHJ PV arrays. 

Fig. 1  Pictures of three types of SHJ 
PV arrays.

結果と考察

山岳地が多く太陽光発電に適した土地が少ない日本では、今後は高効率な太陽電池モジュールが普及
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実験装置と手法研究の目的

結論 参考文献

シリコンヘテロ接合型太陽電池の実使用条件下
の発電性能の経時変化

山岳地が多く太陽光発電に適した平地が少ない日本では、
高効率な太陽電池モジュールが普及していくと考えられる。
現在商用化されている太陽電池において、シリコンヘテロ接
合型太陽電池（Silicon Heterojunction: SHJ）は極めて高い

変換効率を有する。しかし、その年劣化率が他の結晶シリコ
ン太陽電池と比較して高いことが、近年指摘されている[1, 2]。
本研究では佐賀県鳥栖市の産総研九州センターにて調査
されている太陽電池[1,3,4]の中で、SHJ太陽電池の発電性能
の経時変化を、I-V曲線及びエレクトロルミネセンス（EL）画
像を用いて調査する。

Section Kinds
Total

P MAX (kW)
Array

Configuration
Installation
Mon/Year

W-2A SHJ 4.80 5S × 1P × 4A 12/2012
M-3C SHJ 1.55 5S × 1P × 1A 06/2016
W-1A SHJ 1.25 5S × 1P × 1A 06/2016

高周波絶縁トランス方式
を採用しているマルチスト
リング式パワーコンディ
ショナを使用。
太陽光発電システムの
直流電路側は非接地。
太陽電池モジュールは
標準試験条件における室
内測定を行なった。
室内測定出力／銘板出
力の推移を調査。

Fig. 2  Change in normalized measured power.
Fig. 3  I-V curves of 1-1 PV module in each PV array (a: W-2A, b: M-3C, c: W-1A) 

measured by a pulsed solar simulator.

Fig. 4 Electroluminescence (EL) images of W-2A in 12/2014. Fig. 5 EL images of W-2A in 12/2017.

Fig. 6  EL images of M-3C in 06/2016. Fig. 7 EL images of M-3C in 12/2017.

Fig. 8 EL images of W-1A in 06/2016. Fig. 9 EL images of W-1A in 12/2017.

３型式のSHJ太陽電池の発電性能を、各太陽電池モ
ジュールのI-V曲線及びEL画像を用いて調査した。

W-2AのSHJモジュールの年劣化率は0.8%/年、M-3Cの年
劣化率は0.0%/年、W-1Aの年劣化率は1.6%/年であった。

W-2AのSHJモジュールのI-V曲線はFFを保ったままVOCと
ISCが低下、W-1AのI-V曲線はISCとFFの低下を示した。
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